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　　　　　　　　　　　花山天丈ii蓬　　申
　彗星　年始めから薪彗星は一つも見つか
らなかったが，週期彗i星であるGrig9－
SkjelleruP彗星を早くも3月6日ヤーキス天
文垂のVall　Biesbroecl（氏が側見した，光度
は僅か16等との事である，推算は3月15日
から出て居るのであるから随分早く饗増し
たものである・筆者は3月末に探したv・と
計書して居た所に報告が來た・場所はオリ
オン座で都合がよ）・。近く齪測出來る様に
なるだらう・2月中はずっと天氣が悪く長
田彗星も探さずじまひであった・
　トロイ群の新小遊星　昨年12月31　Hハイ
デルベルビのReinmuthによって彗星状の
像として登戸されたが，其後Wolf．及び
Van　T3iesbroecl〈．氏等の聖油及び窩眞1親測の
結果，小遊星である；事が知れ1931YAなる
假名が興へられた・地均蓮動292秒の新し
いFロイ群星である．軌道面傾斜は31度と
いふ’大きなものである．
　129アンチゴ師ン　　／」、遊星（129）Antigone
は5月41目に衝になる．
5月5日　14時　45・0分＋6。14／
日々運動　一7・5分　十7・／6光度9・1等
　此の小遊星は］873年2月5日日当Clinton
l’C於てC・H・FPctersの登期した星である．
　クック測東面の改造　クック30センチ赤
道儀の糸線画素船にはMicr〔nmeter　boxの移
動装置がなかったが，②月中の曇天を利用
して移動装置がつけられた．暗覗野照明，
目盛等も改頁されフ今後は極めて早く正確
に測定出來る様になった・
　5月22日の月食花山では雪模様の影響
で絵りよく観測出來なかった・食甚で9割8
分まで鉄けて僅か蔑つた月は珍らしかつ、
測帳㊥衡♂＠
　　村　　　　要
　た・月食も度々見ると案外李凡であって・
　此の間に暗）・空を利用して外の槻測でもし
　た方がよささうだ・
　　急蓬に運動する新小遊星　猫ベルデドル
　フ天文墓のSchwassmann　Waclamann総監
　は2月28　Hの原板から急速に運動する新小
　遊星を登蝕した．花山で3月2日に54LcQを
　中心として撮影した原板の東南隅ec入って
　居る筈であるが寓野の端で像が悪くて見當
　らなかった．
　　赤纏U時18分　赤緯18。56ノ
　　日々蓮画一1．7分一8ノ光度　］2・2
　　1932DBなる假符號が與へら起した・
　　デルポート星　白コ・ツクル天丈塁のデル
　ポー1・氏は3月12日赤経12時2分，赤緯十3。
　35！の黒占に日々運動十6・］分十88！なる
　急差動の9等星（小遊星か彗星か不明）を
　螢見15日にも襯測した・花山では3月11日
　XVirを中心にして撮影した原板から1階し
　くも窩野を外れて居る・此の附近の二三の
　戸板があるからあとで見つかるかも知れな
　レ、．
　　1950S：B　l930年コマス，ゾラ．氏の襲見
　で花山二號である止の小遊星はAbl）lindに
　よって工917年シメイス天女塁のBeljm、　skア
　氏の襲善したΣ94と同一星である事が分か
つた．1930年の軌道要素にdMニー0・。；
　dy　＝＝　＋0／1173の修正を加へれば1917年の
　裡面とよく一一致する．
　　研磨室より　改血氏の13センチ人像鏡玉
　は前玉を磨いてから，途って來たフリント
　硝子がクラウン硝子と間違って居た事が分
　かり，從って新しい硝子の着くまで約3箇
　刀作業を延期しなけ才しばならなくなった，
